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１．はじめに 

 2023 年（令和 5 年）7 月 7 日から 10 日にかけて，対馬海峡付近に停滞する梅雨前線に向かっ

て暖かく湿った空気の流れ込みが続いた影響で，九州北部では前線の活動が活発になり，広い範

囲で大雨となった。特に 10日未明から昼前にかけて線状降水帯が発生して，福岡県や大分県に大

雨特別警報が発表されるなど記録的な大雨となった（福岡管区気象台，2023）。 

 この大雨で，福岡県久留米市田主丸町竹野の千ノ尾川では土石流が発生し，死者 1 名，負傷者

5名，家屋損壊多数の甚大な被害が発生した。また，佐賀県唐津市浜玉町平原字今坂にある土石流

危険渓流の今坂川第 3においても土石流が発生し，死者 3名，家屋全壊 2戸と同じく甚大な被害

が発生した。 

 （公社）砂防学会では，砂防学会九州支部会員を中心とする災害緊急調査団を組織し，上記 2か

所の土砂災害を主な対象に 2023年 7月 29日に緊急調査を実施した。本稿では，その調査結果を

報告する。 

 

２．降雨状況 

 図 2.1 は令和 5 年 7 月 10 日の土砂災害を引き起こした，一連の降雨の時間雨量と累積雨量の

時間変化で，アメダス唐津とアメダス耳納山での計測値を示したものである。アメダス唐津は土

砂災害の発生した場所から西北西に 13.4km程度離れた海沿いの標高 23mの丘に位置し，アメダ

ス耳納山は土砂災害の発生した場所から南西に 4.7km 程度離れた，標高 607m の尾根に位置す

る。一連の降雨は両観測所ともに令和 5 年 7 月 7 日午前 8 時から始まり，唐津では同月 10 日午

後 3時，耳納山では同月 12日午後 1時まで継続した。最大時間雨量はアメダス唐津で同月 10日

午前 1 時に 52.5mm/h，アメダス耳納山で同月 10 日午前 9 時に 73.5mm/h であった。一連の降

雨の累積雨量はアメダス唐津で 283.5mm，アメダス耳納山で 604.0mmであった。一連の降雨の

期間内で，両観測所ともに，同月 7 日午前 7 時から午前 11 時頃まで，同月 9 日午前 5 時から午

前 12 時頃まで，同月 9 日午後 11 時から 10 日午後 3 時頃までの 3 期間で時間雨量の大きい期間

が生じた。 
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 図 2.2 は国土交通省より提供された XRain データを基に，同月 7 日午前 7 時から午前 11 時頃

までの期間と，同月 9 日午前 5 時から午前 12 時頃までの期間の雨域の時間変化と，土砂災害の

発生した唐津市（今坂川流域）と久留米市（千ノ尾川流域）の位置を示したものである。前者の

期間では，30～50mm/h の雨域が南から北へ移動し，今坂川流域や千ノ尾川流域を通過した．後

者の期間では，30～80mm/h の雨域が西から東へ移動し，両流域を通過した。特に，千ノ尾川流

域付近では，降雨強度が 50mm/h以上となった雨域が通過した。 

 

  

 

図 2.1 アメダス唐津と耳納山で観測された時間雨量と累積雨量 
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図 2.2 7月 7日午前と 7月 9日午前における雨域の時間変化 

（国土交通省提供 XRainデータより作図） 

 

図 2.3 7月 9日午後 6時から 7月 10日午後 3時までの雨域の時間変化 

（国土交通省提供 XRainデータより作図） 
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 図 2.3 は国土交通省より提供された XRain データを基に，同月 9 日午後 6 時から 10 日午後 3

時頃までの期間の雨域の時間変化と，土砂災害の発生した唐津市（今坂川流域）と久留米市（千

ノ尾川流域）の位置を示したものである。同月 10日午前 0時頃より，20mm/h以上の降雨強度を

持った雨域が両方の土砂災害の発生場所を通過した。今坂川流域では，80mm/h 以上の雨域が同

日午前 0時 30分頃から午前 1時 20分頃まで通過し，その後，50mm/h以上の雨域が午前 3時頃

まで通過した。その後，10mm/h から 30mm/h 程度の雨域が午前 4 時頃まで通過した後，再び

80mm/h 以上の雨域が午前 6 時 10 分頃まで通過した。その後，10mm/h から 30mm/h 程度の雨

域が午前 7時頃まで断続的に通過した。千ノ尾川流域では，50mm/h以上の雨域が午前 2時 30分

頃から午前 3時頃まで断続的に通過した後，80mm/h 以上の雨域が午前 4時頃まで通過した。そ

の後，30mm/h 以上の雨域が午前 5 時 30 分頃まで通過し，再び 80mm/h以上の雨域が午前 6 時

30 分頃まで通過した。その後も雨域は断続的に通過し，再び 80mm/h 以上の雨域が午前 8 時頃

から午前 9 時 30 分頃まで通過した。その後，10mm/h から 20mm/h 程度の雨域が午後 3 時頃ま

で断続的に通過した。このように，80mm/h 以上の強い降雨強度の雨域が今坂川流域では 3 時間

程度，千ノ尾川流域では 4時間程度通過したことが分かった。 

  

 

図 2.4 佐賀県今坂観測所および福岡県発心北雨量観測所の観測結果 
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 図 2.4 は佐賀県所管の今坂雨量観測所および福岡県所管の発心北雨量観測所における，一連の

降雨の時間雨量を示したものである。今坂観測所は今坂川流域から南西に 0.3km程，発心北雨量

観測所は千ノ尾川流域から南南西に 3.1km程離れた位置にある。時間雨量の最大値は今坂雨量観

測所で同年 7 月 10 日午前 5 時に 88mm/h，発心北観測所で同年 7 月 10 日午前 7 時に 89mm/h

であった。一連の降雨の累積雨量は今坂雨量観測所で 453mm，発心北雨量観測所で 710mmであ

った。いずれの観測所もアメダス観測所と比べて土砂災害発生個所に近いため，実際の時間雨量

に近いと考えられる。 
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